
京 運 整 第 93号 の 7

令 和 6年 5月 24日

一般社団法人京都府 トラック協会会長 殿

近畿運輸局

「不正改造草を排除する運動」への積極的な取組みについて

平素は、国土交通省の交通行政にご理解いただき厚 く御礼申し上げます。

我が国の自動車保有台数は、令和 5年 12月 末現在で 8千万台を超えてお り、自動車が

国民生活に欠かせない移動手段 となっている一方、昨年の交通事故による死者数は 2,c
78人、負傷者数は約 36.5万人 と依然 として多くの方が交通事故の被害に遭われる厳

しい状況が続いています。

また、自動車の排出ガス、排気騒音については多くの地点で環境基準が達成 されている

ものの、不正改造車の走行や暴走行為による突発的な騒音に対 しての苦情も多 く寄せ ら

れています。

このような状況の中、暴走行為、過積載等を目的とした不正改造車については、安全を

脅か し道路交通を乱す とともに、排気ガスによる大気汚染、騒音等の環境悪化の要因とな

り、社会的にもその排除が強 く求められています。

不正改造車両の使用者には、部品の取付けや取外 しにより保安基準に適合 しなくなる

ことが、違法であるとの認識のないままに改造を行っている者のほか、車検時に保安基準

に適合 させつつ、車検後に部品の取付けや取外 しを行い不正改造車を販売する事業者、更

にはそのような不正改造車について、検査での合格を強要する悪質な事業者 もいる状況

にあ ります。

このような状況に鑑み、近畿運輸局では令和 6年度においても、関係省庁、自動車関

係団体等の協力のもと、不正改造車の排除のための諸活動をなお一層強力に取 り組むこ

ととし、近畿運輸局における事情を勘案 した実施細 日 (近畿地方版)(男町添参照)に基

づいて本運動を実施することとしましたので、ご協力いただけますようお願い申し上げ

ます。

また、本運動の実施について、貴会傘下会員様に姑 しご周知方いただけますよう重ね

てお願い申し上げます。

ヶイ♀θ″冽
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実施細 目 (近 畿地方版 )

別添 1

令和 6年度「不正改造車を排除する運動」実施細目 (近畿地方版)

令 和 6年 4月

国土交通省 近畿運輸局

1.目 的及び実施

自動車使用者等に対 し自動車の適切な使用についての意識の高揚を図り、道路交

通の安全確保、公害防止を図るため、不正改造車両の排除を目的とする。

また、「不正改造車を排除する運動」への積極的な取組みについて (令和 6年 4

月 22日 付け国自整第 23号の 3)の実施要領によるほか、この実施細目 (近畿地

方版)に より実施するものとする。

なお、近畿運輸局管内では令和 6年度の 6月 を「不正改造車JF除強化月間」とし、

積極的な広報活動、関係機関と連携 した排除運動に取 り組むこととする。

2.推進機関及び関係団体

近畿運輸 局 、神 戸運輸監理部 、管 内各運輸支局及 び 自動 車検査登録 事

務 所 (以 下、運輸 支 局等 とい う。)が 推進 の母体 とな り、近畿管 区警 察

局 、管 内各府 県警察本部 (各 府 県警察 を含む。 以 下同 じ。)、 政府 関係機

関及 び各府 県 (交 通安全 関係 、公 害防止 関係 )等 との密 接 な連携 の も と

に、別紙 の 「自動車 関係 団体等一覧表 」の団体及 び企業 、独 立行政法 人

自動車技術総合機構 近畿検 査都 、軽 自動車検 査協会 大阪主管事務所お よ

び運行管理者 講習 。適性診 断認 定機 関の協力 を得 て本運 動 を推進す る。

3.本運動の名称並びに標語

名称は、『不正改造車を排除する運動』とし、標語は、『不正改造車を作らない !!

乗らない !!』 及び『不正改造は犯罪です !!』 を標語とする。

実施事項

別添 2の とお り。

4



自動車関係 団体等 一覧

タ クシエ 協議 会
近 畿 トラ ック協 会

絡 協議 会
ル ポ ンプ振 興 会
日本 自動 車 車体 工業 会 近 畿 支 部

体整備 協 同組 合 連 合 会
装 品整備 商 工組 合 連 合 会 近 畿 プ ロ ック会

組 合連 合 会 近 畿 支 部
日本 自動 車連 盟 関西本 部

全 普及 協 会 近 畿 ブ ロ ック協議 会
ブ ロ ック協議 会
大 阪 自動 車 会議 所
近 畿 陸運 協 会

送 協会
日本 自動 車 タイ ヤ協 会 近 畿 支 部

一覧
阪主管支所

・ サ プ ライ株 式 会 社
車教 習 所

自動 車 練 習 浙

別 紙

以 上 18団 体

所 )

都 島 自動 車 学校 )

関
大

機
構

定
機
所

認
策
習

断
対
練

診
故
車

性
事
動

適
車
自

△
衣

議協
会

絡
議

連
協

備
ク
会

整

ツ
議

一
人
連
ゼ
人
車
電
業
人
安
畿
人
人
回
人

ヤ
法
畿

一
法
車
車
商
法
車
近
法
法
車
法

イ
団
近

イ
団
動
動
油
団
輪
車
団
団
動
団

ハ
社
連
デ
社
自
白
石
社
三
動
社
財
自
社

団
畿
販
畿
畿
般
販
西
般
畿
国
国
般
国
自
般
般
阪
般

近
自
近
近

一
中
関

一
近
全
全

一
全
軽

一
一
大

手

・
動
合
社
フ
動
社
里
ウ
自

一
株
株
京

関
自
総
会

ツ
自
会
香
卜
陽
ア
車
車

機
人
干
式
夕
城
式
阪
ン
淡
ム
動
動
人

定
法
網
株

ス
山
株
大
カ
　

エ
自
自
法

認
政
社

ス

・
社
産
社
社
社
社
野
野
団

習
行
会
バ
ト
会
興
会
会
会
会
日
日
社

講
立
限
姫

マ
式
島
式
式
限
式
阪
良
般

会
社
協
崎
夕
社
車
車
式
代
会

イ
学

式
会
業
尼
阪
会
動
動
株
　
式
テ
車

社
株
式
事
ぐ
大
式
自
自
車
園
株

ス
動

会
興
株

一
社
　
株
タ

ハ
動
学
産
ジ
自

式
振
庫

シ
会
人
流

ル
ヤ
自
美
興

口
田

株
車
倉
ク
式
法
物
デ

ア
野
天
車

一
有

イ
動
輸
夕
株
団

一
社
社
日
人
動
り
社

ケ
自
運
県

モ
財
ケ
会
会
山
法
自
卜
会

ム
後
田
庫

ス
益
ム
式
式
歌
校
尾

ン
式

自動 車 関係
1

2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

12
13
14
15
16
17
18

体  一 覧
地 区 自動 車
連 近 畿 ブ ロ
バ ス団体 協

式会社人 日市 自動車
Xホ ールデ ィングス

式会社瀬 田月輪 自動
畿交通共済協 同組合

者
独
有
神

ヤ
株
鹿
株
株
有
株
大
奈

一
工
丹
梅
兵

ア
公

工
株
株
和
学
人
サ
株
株

Ｄ
株
近

理管

１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
Ｈ
ｌ２
‐３
‐４
‐５
‐６
‐７
‐８
‐９
２０
２‐
２２
２３
２４
２５
２６
２７
２８
２９
８０
３‐

行運

習
阪

教
大

車
く

動
ト

自

ン
　
　
長

日
夕
　
　
会

春

ル
者
者
協

く
サ
表
表
ク

所

ン
代
代

ツ

習

コ
　

　

ラ

教

ス
社
社
ト

通
車

工
会
会
府

流
動

ル
式
式
都

＞
　
者

校
　
表

学
　
代

車
　
　
　
　
者

動
　
社
　
立相
表
長

者
自
　
△
芸
　
表
代
所

表
鉄
者
式
者
代

代
近
表
株
表
　
社
所
長

所
所
　
く
代

ス
代
所
会
習
事

習
習
社
者
　
ク
　
習
式
教
理

社 (網 野 自動 車 教 習 所 )

同組 合
ドライ ビン グス クール )

ク シー セ ンター

教
教
会
表
社

校
教
株
車

以 上 20機 関



実施細 目 (近畿地方版 )

丹暇恭2

「不正改造車を排除する運動」実施事項

令和6年 4月

近畿運輸局

主催機関・団体は、相互間はもとより関係機関・団体等との連携を密にしつつ、以下、

各細機の特性を生かした取組を実施する。

I.近畿運輸局、管内各運輸支局及び神戸運輸監理部実施事項

(一部事項は管内各自動車検査登録事務所)

1.不正改造車の排除のための啓発等

(1)総合的な広報・啓発の実施

① 本省で作成するポス廃工を近畿運輸局及び各運輸支局等 (ネ申戸運輸監理部を含む、

以下同じ。)の窓口など目に付きやすい場所へ掲示するとともに、チラシ等につい

ても窓口などへ備え置く又は画節 する。

また、強化月間においては、次のツールを活用した啓発を積極的に実施する。
,マスメディアや、ウェブサイ ト、ノーシャル・ネットワーキング・サービス (S

NS)の利用 (10～30代の若者世代に関心を持つてもらえるようにする。)

・啓発フッペン及びのばり等の利用

・公共施設(競技場等の掲示板、デジタルサイネージの利用
。本省及び不正改造防止推進協議会 (以下「協議会」という。)が作成した地方

啓発活動支援ツールの利用

② 各地方公共団体、公共交通機関、高速道路株式会社等ヘポスターの掲示及びチラ

ンの配置について協力を要請する。なお、ポスターの掲示場所にあっては、利用者

が目に付きやすい場所や、デジタルサイネージを選定してもらうよう、協力要請に

あわせて依頼する。

また、地域で行われている暴走族を追放するための各種取り組みとの連携を図り、

各地方公共団体で発行する広報紙や自治会回覧紙に掲載を依頼するなど、地域に根

ざした広報啓発活動に努める。

③ 近畿運輸局及び各運輸支局等のホームページを用いて、本運動の実施計画、不正

改造の事例及び犯罪であることをPRする。また、出前講座を行う旨の案内も行う。

④ 各運輸支局等は、街頭検査等の機会を利用し、チラシを活用して不正改造の事例

及び犯罪であることのPRを行う。

なお、街頭検査を実施する際は、マスメディアを活用するため積極的にプレスリ

リースを行うよう努める。

⑤ 近畿運輸局及び各運輸支局等は、様々な機会を利用し、不正軽油の使用防止を周

知する。

⑥ 協議会及び協議会構成団体の地方組織に対して姑策会議の開催等により、本運動



実施細目 (近畿地方版)

の目的並びに実施要領及び実施事項の周知・徹底を図る。また、関係事業者に対し

て、本運動の趣旨に基づき適切な指導を行う。

⑦ 各運輸支局等は、協議会に属さない砕石、砂利、生コンクリー ト関係の事業者及

び各種食品や木材等の輸送等に係る事業者に対し、不正改造車の使用排除の協力要

請を行う。

また、車体架装事業者等に対して、不正改造に加担することのないよう協力要請、

指導の強化を図る。

③ 近畿運輸局及び各運輸支局等は、過積載防止対策連絡会議等を通じ、関係機関の

協力を得て不正改造車の排除の徹底を図る他、地方公共団体等に対し、公共工事等

を発注する際に、工事請負業者へ不正改造車を使用しないことを徹底するよう協力

要請する。

(2)ア ンケー ト調査の実施

鰤 又は各種輸蒐辞拳は、脚 団体の地方組織の協力を得ながら、イベントや

出前講座等のあらゆる機余を捉え、自動車使用者。点検整備関係者 建輔管理者、整備事業者、

養成施設関係者等)を対象に、不亜改造に紺する認識についてアンケート調査を実施する。

lアンケー店雁笠剰晦要領ば別紙1-19舞Ю

(3)出前講座等の実施

近畿運輸局又は各運輸支局等は、

① 協議会構成団体の地方組織の協力を得ながら、自動車検査員研修、整備主任者研

修、整備管理者研修、運行管理者の一般講習及び事業場管理黄任者研修等の機会を

利用し、本運動の目的や取組内容等の浸透を図り、適正な事業経営や車両管理に努

めてもらう。

又 は

用 自動車協会及び全国レンタカー協会が行 う講習等への参力日を促すよう夕努める∩

③ 協議会構成団体の地方組織の協力を得ながら、自動車整備士養成施設等に赴き、

出前講座の実施等により不正改造の具体的な事例や不正改造による検挙事例等を交

えながら不正改造に対する認識の浸透を図るよう努める。

④ 自動車教習所や運転免許センターに対し、ポスターの掲示等の協力要請のほか、

その機関に指導教員として所属する職員べ 「不正改造はやつてはならない 。犯罪と

なる」ことを、特に強力に指導してほしい旨を伝えるなど、積極的な働きかけを行

う。

,不正改造車の排除のための情報収集等

(1)不正改造車・迷惑黒煙車情報提供窓口の設置 。情報収集の充実

① 近畿運輸局及び各運輸支局等に、不正改造車及び迷惑黒煙車に関する情報を受け

る「不正改造車・迷惑黒煙車情幸R提供窓口」 (以下、「情報提供窓口」という。)

を設置する。情報の受付手段として、電話と併せて近畿運輸局HPに 「不正改造車

情報窓口」が設置されていることを関係ウェブサイ トにリンクを貼る等により、容

易に情報提供できる環境を整える。

さらに、強化月間においては、広報啓発活動等により積極的に情報を寄せてもら

2



実施細 日 (近畿地方版 )

うよう地域社会へ広く 日平びかける。

② 不正改造車等を排除するために情報提供連絡書をホームページに掲載するなど、

情報提供の際に必要な情報をわかりやすくする。。

③ 近畿運輸局及び各運輸支局等は、街頭検査時などあらゆる機会をとらえ、マスメ

ディア、ウェブサイ ト、SNSや協議会構成団体の地方組織から、不正改造車等に

関する詳細な情報収集に努める。

(2)不正改造車・迷惑黒煙草情報の有効活用

近畿運輸局及び各運輸支局等は、上記 (1)で得られた情報を有効に活用し、街頭検

査、不正改造施工業者への立入検査及び改造車イベント等啓発活動の実施を企画する。

さらに、必要に応じて警察へ当該情報を提供し、不正改造車の排除のための連携・

協力体制の強化を図るよう努める。

3.不正改造車の排除のための取締り等

(1)街頭検査 。指導の実施

近畿運輸局及び各運輸支局等は、警察等関係機関の協力を得ながら、不正改造車が

集結する展示イベントや場所、迷惑黒煙車情報の多い道路等での効果的な街頭検査を

実施し、実施要領に示す不正改造排除項目を主眼とした検査 。指導を行う。なお、実

施にあたり、以下の事項に留意して実施し、他に留意すべき事項が別途指示されてい

る場合は、その指示によって実施する。

強化月間においては、重点排除項目に重点を置き、悪質な不正改造車を公道から排

除する。

・ 基準不適合マフラーの排除を目的とした二輪車及び原動機付自転車を対象とす

る街頭検査を積極的に実施するよう努める。

なお、原動機付自転車の検査実施の結果、保安基準に不適合な箇所が確認され

た場合には、その使用者に警告書を交付するとともに、改修結果の報告を求める。

(警告書の様式は様式 1二1参照)

。 マフラーを交換している自動車 (測定の際、安全′性の確保が困難な自動車を除

く。)に対しては、近接排気騒音の測定を行うとともに、加速走行騒音規制対象

車両については、基準適合マフラーであることを可能な限り確認し、マフラー性

能等確認済表示等により適合性の確認が出来ない場合には、注意喚起文を交付す

る等、適切な指導を行う。 (注意喚起文の様式は様式 2参照。なお、平成 28年騒

音規制以降の自動車であつて、マフラー性能等確認済表示がないなど、基準不適

合マフラーであることが明らかなものについては、整備命令書を交付する。)

また、「車両下都画像確認システム」が配備されている独立行政法人自動車技

術総合機構 (以下「自動車機構」という。)事務所と連携し、積極的に当該機器

を活用して触媒の取り外しや基準不適合マフラー等の不正改造排除を行 う。
。 「大型マルチテスタ」力洒己備されている自動車機構事務所と連携し、警察へ当

該機器を用いた、大型貨物自動車の速度抑制装置の取外し、解除または不正な改

造、変更等の排除について協力要請を行うとともに、積極的に当該機器を活用し

た速度抑制装置の機能確認を実施する。
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・ 車体外に映像等による宣伝 。広告などを行 う装置を備えた貨物自動車等 (ア ド

トラックなど)にあつては、禁止灯火でないか確認を行うとともに、同様な自動

車が日常的に走行している地域がある場合には、必要に応じて当該地域において

指導等を行う。

・ 特種用途自動車の検査にあつては、構造要件を確認し、当該自動車に必要な特

種な設備の取外し等が見受けられる場合等、自動車検査証の記録事項に変更があ

ることが確認された時には、警告書を交付する等適切な指導を行 う。

(特種用途自動車が対象の警告書様式は様式 3、 それ以外の自動車が対象の警告

書様式は様式4参照)

・ 「尼崎地区ディーゼル車排ガスクリーンキャンペーン」をはじめとした、不正

軽油の使用及び迷惑黒煙車の排除のための街頭検査実施にあつては、構成する団

体や地方行政組織からの要請も考慮する。

(2)構内検査・指導の実施

各運輸支局等は、申請や変更登録等のために各運輸支局等へ来所した車両について

構内での検査を行い、不正改造車については積極的に整備命令書を交付する。

(3)不正改造施工業者等に対する報告徴収及び立入検査

近畿運輸局及び各運輸支局等は、不正改造車等の提供情報を有効に活用し、不正改

造施工業者に対する報告徴収及び立入検査権限の活用により、不正な二次架装の抑止・

早期発見及び架装メーカー、販売会社、自動車使用者に対する指導等を行う。

また、強化月間においては、認証 `指定整備工場、運送事業者、自動車部品・用品

販売業者を対象に、立入検査等を積極的に実施し、適切な指導等を行 う。

(4)改造車の展示イベントに対する調査 `指導

近畿運輸局及び各運輸支局等は、不正改造車等の提供情報を有効に活用して、自動

車機構と連携し、改造車の展示イベント等に対する調査・指導を行う。

なお、警察と協力してイベントの来場車両に対する街頭検査を実施 し、不正改造車

排除の効果向上を図るよう努める。

(5)不正改造車等情報の提供があつた自動車使用者に対する指導

各運輸支局等は、情報提供窓口に寄せられた情報を基にその自動車の使用者に対し

てハガキを送付し、不正改造の事実があれば不正改造部分の改修を促すとともに、改

修結果等の報告を求める。また、迷惑黒煙車として情報提供があつた自動車の使用者

に対しては、ハガキを送付することにより自主J点検の指導を行う。

(ハガキの様式は様式 5参照。なお、迷惑黒煙車に関して通報があった自動車使用者

に送付するハガキは、デイーゼルクリーンキャンペーンで用いていた様式でも差し支

えない。)

4.地方独自の実施事項等

近畿運輸局又は各運輸支局等は、協議会構成団体の地方組織と協議して、地域の実

情や要請を考慮した地域独自の強化月間及び不正改造排除項目並びに実施事項等を企

画する。      i
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Ⅱ。自動車技術総合機構実施事項

本運動に協力するため、以下の事項を実施する。

11不正改造車の排除のための啓発等

(1)庁舎・検査場へのポスター掲示により、不正改造防止についての周知を図る。

また、強化月間においては、自動車使用者や受検者等に対するチラシの配布(啓発

ワッペンの着用及びのばり等の設置による啓発を実施すると

(2)国土交通本省と連携し、改造車両の展示イベント等において、来訪者である自動車

使用者が公道走行することができない改造車両であることを正しく認識してもらうよ

う、イベント主催者等に対しての啓発活動を実施する。

2.不正改造車の排除のための情報収集等

(1)自 動車機構ホームページにおいて、国の情報提供窓口を案内し、情報収集に協力す

る。

(2)地方検査部 。事務所は、不正改造車等に関する情報等を入手した場合には、各運

輸支局等に情報を提供する。

また、新規検査後に二次架装を行う可育旨l生がある車両には、検査時に注意を促すと

ともに、各運輸支局等に当該車両の情報を提供する。

3.不正改造車の排除のための取締等

地方検査部 。事務所は、各運輸支局等と連携して、街頭検査及び構内検査を実施す

る。特に、「車両下都画像確認システム」や 「大型マルチテスタ」力湘己備されている

地方検査部・事務所は、これらの機器を積極的に活用して、不正改造車の排除に協力

する。

また、各運輸支局等から不正改造施工業者等への立入検査に際して協力要請があっ

た場合は、これに協力する。

4。 地方独 自の実施事項等
―
 地方検査都 。事務所は、近畿運輸局又は各運輸支局が企画 した強化月間及び実施事

項に協力 して取 り組む。
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.軽自動車検査協会実施事項

本運動に協力するため、以下の事項を実施する。

1 .不正改造車の排除のための啓発等

事務棟 `検査棟へのポスターの掲示により、不正改造防止について周知を図る。

また、強化月間においては、自動車使用者等に対するチラシの西節 、啓発ワッペンの

着用及びのばり等の設置による啓発を実施する。

2 .不正改造車の排除のための情報収集等

(1)軽自動車検査協会ホームページにおいて、国の情報提供窓口を案内し、情報収集に

協力する。

(2)地方主管事務所・事務所等はヽ不正改造車等に関する情報等を入手した場合には、

各運輸支局等に情報を提供する。

また、新規検査後に二次架装を行う可含静性がある車両には、検査時に注意を促すと

ともに、各運輸支局等に当該車両の新規検査時の車両画像を含めた情報を提供する。

3.不正改造車の排除のための取締り等

地方主管事務所・事務所等は、各運輸支局等が実施する街頭検査に協力する。

4.地方独自の実施事項等

地方主管事務所 。事務所等は、近畿運輸局又は各運輸支局が設定した強化月間及び

実施事項に協力して取り組む。
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Ⅳ.協議会構成団体実施事項

本運動に協力するため、以下の事項を実施する。

1.協議会構成団体共通

(1)不正改造車の排除のための啓発等

① 事務所等へのポスターの掲示等により、不正改造防止について周知を図る。また、

傘下会員・事業者等に対し、同様の広報活動を行うよう指導する。

また、協議会構成団体の地方組織は、強化月間においては、マスメディア、SN
Sを利用して 10～30代の世代に関心を持つてもらえるような広報を積極的に実施

し、事務所・店舗来訪者に対し、チラシを配布することにより、不正改造への認識

浸透を図る。なお、協議会各構成団体のホームページを活用する際は、会員外にも

閲覧できるよう配慮する。

② 協議会は、国土交通省と連携し、SNSやデジタル広告に活用できる広報ツ■ル

の製作に努める。

(2)不正改造車の排除のための情報収集等

① 本運動の目的、実施事項、情報提供窓口の設置等について、会報、ホームページ

等に掲載するなど会員 。事業者等への周知、浸透を図る。

② 不正改造車等に関する情報等 (イ ンターネットサイ ト上の不正改造を助長する用

品・部品の流通、不正改造施工業者の情報を含む。以下同じ。)の受付体制を充実

させるとともに傘下会員・事業者等に情報等を提供するよう呼びかける。また、情

報等を入手した場合には、 各地方運輸局又は各運輸支局等へ提供を行 うよう努め

る。

(3)不正改造車の排除のための取締り等

協議会構成団体の地方組織は、各運輸支局等から協力要請があった場合は、街頭検

査等の実施に協力する。

(4)傘下会員・事業者への指導等

本運動推進のための会議等を開催し、傘下会員・事業者に対して本運動の目的、実

施事項にういて指導する。

また、強化月間においては、傘下会員・事業者に対し、本運動への積極的な参加を

呼びかける。

(5)地方独自の実施事項等

協議会構成団体の近畿地域の地方組織は、近畿運輸局又は各運輸支局が策定する強

化月間及び実施事項の企画並びにその取組の実施に協力する。

なお、協議会構成団体 (地方組織を除く。)は、関東地域の地方独自強化月間に合

わせて各種取組の実施に協力する。

(6)その他

特に、強化月間においては、以下「2.」 に示す実施事項が適切に実施されるよう

に配慮し、傘下会員 :事業者を指導する。



実施細 日 (近畿地方版 )

2.各事業者別実施事項

●認証ロキ       帥 自動陣整備連絡協議会、 (―ネ土)各県自動庫整備振興会 等ll

(1)/4ヽ止改造車の排除のための啓発等

① 整備義業者は、日:圏菫
ヤ
釘砿 された ∞ 踊壇言五易司月 、 啄亜懃遣草排除

マニュアル」等を活用しつつ、イ中 要船 ・装置の取外しやその他碑 とな

るような整備の依頼があつた場合等には、自動車使用者に対し、 町亜敷進行為となるため、

やってはならない。やると犯罪となること」を理解してもらうよう努める。

② 車検取得後にイ、止に二次架装をされた車両が入庫した場合には、復元、記載変更の手続き

又は構造変更の手続きが必要であること及び手続きについて車両を購入した販売店又は車

両を架装した架装メーカーイ卦目談すべきことを自事力車イ吏用者に対して周知する。

12)不正改造車の排除のための情報収集等

不正改造車や不正改造車施工業者等に関するケ時報等オど入手した場合には、近畿運輸局又は各

遅勤徒抱司等イし醸瓶舶勺に時報を横郭そナる。

(3)不正呻 り,除のための取締り等

1)イ達業員IS゛する騨

整備主任者、自動韓 等に対して、 町亜郎罐陣耕株マニュアル」等を活用しつつ、

不正改造の防止に係る指導を実施し、保安基準上必要森構造・装置の取外武 ‐の他不西改

造となるような整備の依頼を受けることのないよう徹底を図る。

2) 運顕こん透圏庸・勒

担当責任者等を定めて、 町嘔懃館陣排除マニュアアレ」等を活用しつつ、改造の受嵐 点

検・整備の実施及び納車時の確認等の適正化を図る。

3)自主紺館凛如

事業場ごとに運動実施責任者を殴艦し、         等の車両を含む事業場内の車

両の状況         、不正改造防止についての事業場内の管理体制及び不正改造車

への対応と措置について、点検票による定期的な自主点検の実施に努める。

舞 :欄鯨式6 「自:L点奉滲雲」)

なお、       は、事業者又イ謀義翅易3壁妻佳者等従業員を監督する地位を有する

者の中から選任すること。
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●車体襲副静 タイヤ劉
―

値 畿自動車車体整備協同組合連合会、全国自動車電装品整

備商工組合連合会近畿ブロック会、全国タイヤ商工協同組合連合会近畿ブロック会 、

(―社)日本自動車タイヤ協会近畿支部 奏め

(1)不正改遣車の排除のための啓発等

保安基準土必要な翠鍵室・装置の取クトしやその他不面改造となるような 整備の依頼があった

場合等には、自動車使用者に対し、 町亜り鍵ことなるため、やってはならない 。やると犯罪と

なること」を理角早してもらうよう努める。

(2)不正改造車の排除のための情報収集等

工業者等に関するJ時
報等を入手した場合には、近畿運輸局又は各運

瞬 イ側 に降 長を提供する。

(3)/千、止改造車の排除のための取締り等

1)筏斜等ミ13寸する騨

従業員に対し、裸骸墓華社之要な構造・装置の取外しやその他不正改造となるような整備

の依頼を受けないよう徹底を図る。

2)江 為薩整節常・帥

担当責任者等を定めて、改造の受嵐 点検。整備の実施及彿 膵神鯛 等の適正化を図

る。

3)自 主斡険の実施

事業所ごとイ       を選任し、       等の車両抑 噛 の車両

の状況 俯征政遣の有Ю 、/午、止改造防止についての事業所内の管理体制及び不正改造車ヘ

の対応と措置について、点検票による定期的な自主敵 の実施に努める。

鬱斎号:欄も式6「自主点楼賽亀 )

なお、運動実施責任者イよ 事業者又は事業所の責任者等従業員を監督する地位を有する者

の中から選任すること。
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0自 :駆報財脅球者 《自販連近畿ブロック協議会、中販連近畿連絡協議会、軽自動車近畿ブ

ロック協議会、全国二輪車安全普及協会近畿ブロック協議会 簑梯

(1)不正改造車のり伊除のための啓発等

① 車両の販売時に、購入者に対して不正改造の防止について周知する。

② 保安基準上必要な構造・装置の取外しやその他不正改造となるような整備の依頼

があつた場合等には、自動車使用者に対し、「不正改造となるため、やつてはならな

い 。やると犯罪となること」を理解してもらうよう努める。

(2)不正改造車の排除のための情報収集等

不正改造車や不正改造施工業者等に関する情報等を入手した場合には、近畿運輸局

又は各運輸支局等に積極的に情報を提供する。

(3)不正改造車の排除のための取締り等

1)従業員に姑する指導等

従業員に対し、保安基準上必要な構造・装置の取外しやその他不正改造となるよ

うな整備の依頼を受けないよう徹底を図る。

2)江な韓 囃

① 担当責任渚等を定めて、適正な車両の販売及び登録後の二次架装防止等の徹底を図る。

② 各事業者は、販売部門と整備部門との連携を密にする等、社内体制を]郎ヒし、適工な車

両を販売するよう徹底する。

③ ノイ、止な二卿 われた車両について、関係者と榜ザカしつつ責任を持つて改修作業を

行う。

3)車両(π)陸涵り函ロヒ

販売車両等の陸送にあたつてイk日本陸送協会と連携し、適正な車両運搬車を使用するよ

う衛旺守ナる。

4)自主轍 の実施

事業所ごとに運動実施賣任者を選任し、         等の車両を含む事業所内の車

両、車両販売体制及び販売車両等について、点検票による定期的な自主檬倹の実施に努める。

舞 :欄鯨式6 「自どL点荘趣票」)

なお、運動実施詞陸詢k事業者又イ洋尋趣V痒翰蛯駕裂業員を監督する地位を有する者

の中から選任すること。



実施細 目 (近畿地方版 )

●車体騨     《(―社)日本自動車車体工業会近畿支部 宕動

(1)不正改遣車の排除のための啓発等

保抜基準社之要な構造・雑 の駆 卜しやその他不正改造となるような架装の依頼があらた場

合等には、自動車イ吏用者に封し、 町亜改造となるため、やってはならない。やると犯罪とな

ること」を理解してもらうよう努める。

(2)不正改造車の排除のための情報収集等

不正改造車や不正改造施工業者等に関するケ庸辛R等を入手した場合には、近畿運輸局又は各運

瞬 に写麺曲匂に牌 R榊 る。

(3)不正改造車の抑除のための取締り等

1)筏採芋肇ISけする鮮

従業員に対し、保安基準上必要な構造・装置の取外しべ。その他不正改造となるような架装

の依頼を受けないよう徹底を図る。

2)適正な架装の受注等の推進

① 担当責任者等を定めて、架装の受よ 架装の実施及び御朝錦 の函可ヒlこ努める

ことで、不正改造防止の徹底を図る。

② 不正な二次架装が行われた車両について、関係者と協力しつつ責任を持って改修作業を

行う。

3)自主敵 の動

鞠
~り

〒ごとに運動実施責任者を選任し、車両運搬車や従業員等の車両を含む事業所内の車

両(架装の実施体制及び管理体制等について、定期的な自主点検の実施に努める。

鉄考 :構式 6「自主1脚
)

なお、運動実施責任者イよ 事業者又は事業所の責任着等従業員を監督する地位を有する者

の中から選任すること。



実施細目 (近畿地方版 )

●貨物自:郭朝動鋒辞起勢 囀 ロダンプカー使用者及欄 細 体 《(―社)近畿 トラック

協会、自家用自動車団体近畿協議会 (自家用協会)、 (―社)大阪自動車回送協会 等》

(1)不正改造車の排除のための啓発等

① 蜘 体においては、荷主団体等に対し、中 鶴に魅陵抑制装置 (ス ピ

エドリミッタ■)及び過積載を誘発する改造 (さ 琲権)取付けなD)に 係るも2)を イ吏

用する端 を不ll用することのないよう要請する。

② 自家用協会においては、一定数以上の自家用自動車を使用していることにより選

任されている整備管理者に姑して、整備管理者講習の受講等により不正改造防止を

含めた整備管理業務が適切に遂行されるよう、各運輸支局と連携して周知に努める。

12)不正改造車の排除のための脂報収集等

工業す幸に関する情辛R等を入手した場合には、鰤 又は各運

輔鴻ず孝幸に癬報誠勺に辟 R船 る。

(3)不正改造車の柳除のための取締り等

1)毛じ赳ミISTする縛

従業員に対して、「不面改造はやつてはならない。必巳罪であること」など不亜改造に対す

る認識浸透を図り、法令遵守のための指導を行う。

2)適正な車両の運行の徹底

運送事業者等においてイよ不正改造及び不正三次架装の防止に努める等車両管理の徹底を

図り、適正な車両による運行を実施する。また、不工改造及び不正三い われた車両

がある場合にイk改修抑 填彗子の用に供する。

3)自主勲険の動

事業所ごとイ       を選任し、       又は整Ⅳ曽嘩粋幸により、車両管

理体制及び従業員等の車両を含む所有車両等について定期的な自主敵 の実施に努める

舞 :欄鯨式6 「自三L点お無昇麹 )

なお、運動完厄剥警哲は、事業者又イ勘       を監督する地位を有する者

の中から選任すること。



実施細目 (近畿地方版)

0自輔 隅 B用囀      《関西ディーゼルポンプ振興会 (DP連)等l〉

(1)不正改造車の排除のための啓発等

① 自動車部品・用品等の販売時等において、購入者に対して、 町亜致遣はやうてはならな

い。やると必巳罪となること」を理角早してもらい、不正改造の認識浸透を図る。

② どのような部品・用品等の取付け。取クトし等が不正改造となるかを購入者に理解してもら

えるよう、販売時等の説朗に努める。

③ 自動車部品・用品の適切な取付け方法等について相談窓口を設ける等自
=力

車イ吏月鋤

な部品・用品等の取付けに対する認識を高めるよう努める。

12)/4ヽ止改造車の排除のための情報収集等

工業者等に関する情報等を入手した場合には、蜘 弓又は各運

輛麟蕩¥幸に癒義要均イこサ峠葬Rを墳部そナる。

特に、インターネットサイト上の不西改造を助長する用品。部品の流通常報び)J又集 。
1赳鸞舌

動に努める。

(3)不正改造車の排除のための取締り等

1)筏斜等表に,付する構

従業員に対し、購入者に部品。用品の適正な使用の説明を行うことの徹底を図る。

2)適正な部胎販売の推進 (基準不適合となる自動陣部品・用品の取扱いの業け

事業所において、基準不適合となる自動車部品。用品を取り扱うことのないよう社内管理

を徹底し、積極的に適正な部品販売の推進を図る。

3)自宝点検の実施

事業所ごとに運動映施賣任者を選任し、従業員等の車両      の車両、自動車

部品。用品等の取付け施工体制及び管理体制等について、定期的な自垂点検の実施に努め

る。

隣 :鵜鯨ミ6 「自ど己点出短票也 )

なお、運動実施責任者は、事業者又は事業所の責任者等従業員を監督する地位を有する

者の中から選任すること。

4)その他

DP連においては、迷惑黒煙車排除のための街頭検査等の実施企画について、近

畿運輸局又は各運輸支局等に提案する。



実施細 日 (近畿地方版 )

o研蝉     《全国石油商業組合連合会近畿ブロック会 自静

(1)不正改造車の排除のための啓発等

鮪1こなしl

12)コ闇則理鉾砿り1株のための睡

不正改造車や不正改造施工業者等に関する情報等を入手した場合に1よ 近畿運輸局又は各運

輸支局等に積極的に時報を提供する。

③ 不面第鬱救粥勝つための取締り等

1)復斜等ミIS笠する縛

従業員に対して、 町亜敷進は式つってはならない。やると必巳罪となる」ことなど不面改造

に対する認識浸透を図るための指導を行う。

2)自主点為態つけ劫危

事業閉ごとに運動英施賣任者を選任し、従業員等の車両      の車両について、

定期的な自主点検の実施に努める。

瑳 :鵜鯨式6 「自ヨL囀出趣票也)

なお(運動虞施賣佳者イk事業者又は事業所の責任者等従業員を監督する地位を有する者

の中から選任すること。



実施細目 (近畿地方版 )

0旅客自       徹 畿バス団体協議会、近畿ハイヤータクシー協議会、各府県タク

シー協会 等》

(1)不正改造車の排除のための啓発等

バス車両の前面に横断幕を掲示することにより、不正改造車排除運動の周知に努める。

似)      磁 ためのl辟隣

工却 寺‐に関する情報等を入手した場合には、鞠 司又は各運

輸炭月鮮膊積極的に辟 長を提供する。

(3)不正改造車の排除のための取締り等 :

1)筏券等肇IS守する縛

鱒 に対して、 町亜政造はやつてはならない。やると犯罪となる」ことなど碑

に対する認識浸透を図り、法令遵守のための指導を行う。

2)適正な車両の運行の御は

運送事業者等においては、不正改造の防止に努める等車両管理の徹底を図り、適正な車両

による運行を実施するとまた、不醐 χ載労tた車両がある場合にイよ 改修暫¬進菊の

用に供する。

3)自主紺館嫉施

営業所ごとに運動実施責任者を選任し、従業員等の車両を含抄勘 の車両について、

定期的な自主敵 の実施に努める。

隣 :欄鏃ミ6 「自全勃語瞭環亀 )

なお、運動実施責任者は、整備管理者又は営業所の責任者等従業員を監督する地位を有す

る者の中から選任すること。



実施細目 (近畿地方版)

0自 :駆劫軽泌静 醒鮒薦晴障校、自呻 等

(1)不正改造車の排除のための啓発等

1)|を生IS寸する轄

学生に対して、各運輸皮局等が行う出醜 へ積極的に参加するよう嘲 載す

'野

〒う。

2)出前講座実施の要請

近畿種醐破 は各種血翔畔幸に封して出前講座実施の要請を積極的に4¬ ＼年間を通じた

剣脚朝 の調整暫子う。

(2)不正改造車の沸除のための牌 隣

工業者等関する情辛R等を入手した場合には、鰤 又は各通輸

党辞幸I疏期的回辞長召即嘲
~る

よう努める。

(3)不正改造車の桝除のための敢締り等

1)教職員・事務員・学生 (以下「教職員等」という。)に紺する指導

鵬 等IS寸して、 町亜敦遣は式つつてはならない。やると犯罪となる」ことなど下面改

造に紺する認識浸透を図るための指導を行う。

2)自主点検の実施

学校ごとに運動実施責任者を選任し、教職員等の車両を含む学校内の車両について、定期

的な自主1敵の実施に努めること。

鬱斎埼:桐等ミ6 「自ヨ己!魚様覇亀 )

なお、       は、学校内の規律・秩序を管理・監督する地位の者の中から選任す

ること。



実施細日 (近畿地方版 )

●他の関連事業者 《そ

(1)不正改造車の排除のための啓発等

(特になし)

(2)不亜懃進陣のり

'除

のための牌 麟

に関するよ時報等を入手した場合には、則 は各運

輸克畔幸にh静隧墳黎するよう努める。

(3)不正改造車の排除のための取締り等

1)役勢讐謝STする構

従業員に紺して、 野亜政遣はやつてはならない。犯罪であること」など下面第国朝

る認識浸透を図るための指導を行う。

2)適正な車両の運行の徹底

不正改造及び不正二次架装の防止に努める等車両管理の徹底を図り、正な車両による運行

を実施する。また、不正改造及び不正三次架装が行われた車両がある場合にイk改修獅 ヽ

運行の用に供する。

3)自主蕉誌題9与翔吃

事業所ごとに運動実施責任者を選艦し、従業員等の車両      の車両について、

定期的な自主点検の実施に努めること。

舞 :欄鏃ヽ 6 「自貧巳点鵡趣案也 )

なお、運動実施剥陸者イk事業者又は義知用瞬摯酪時裂業員を鱗 る地位を有する者

の中から選任すること。




